
⑦ 滑川町、東松山市、嵐山町、川島町、吉見町（ふくふく木曜会）

〇ふくふく木曜会とは
比企郡５市町が協同し、障害当事者やボランティアなど様々な立場の方と共に、学校や
地域からの福祉教育依頼への対応等、福祉推進活動を行っている。
市町を超えた連携により、定期的な学びの場やプログラムの共有、実践を広げている。当
事者を中心とした活動を通じて“豊かな福祉感” を醸成し、“共に生きる力”をはぐくむ福
祉教育を推進している。

〇構成員
５市町社協職員と地域住民
約２０名（各種障害のある当事者の方々、ボランティア実践者等）

〇定例会（毎月第４木曜日実施）
授業・実践の振り返りやプログラム等、学校や地域での福祉教育について共有・協議し、
メンバーそれぞれの視点から意見交換を実施している。

〇会場
５社協を事務局として持ち回っている。 （現在はハイブリッド形式で実施中）



⑦ 滑川町、東松山市、嵐山町、川島町、吉見町（ふくふく木曜会）

比企郡一市四町合同福祉教育研修会
～『共に生きる』を考える 学校・地域・社協による福祉教育の協同実践～
参加者数：８２名（ボランティア、障害当事者、大学教員、社協職員等）
日 時：令和７年８月２６日（火） １４：００～１６：１０
会 場：フレサよしみ小ホール

内 容
【基調講演】福祉教育の意義
埼玉県社会福祉協議会地域福祉部長 塚原 氏

【当事者によるシンポジウム～当事者を真ん中に置いたプログラムづくり～】

・概 要 説 明 ：嵐山町社会福祉協議会 鈴木 氏
・シンポジウム：盲導犬ユーザー 吉田 氏、車いすユーザー 中島 氏

【実践発表】

「年間を通じた福祉教育実践による児童の変容」 吉見町立西小学校 吉田 氏
   吉見町社会福祉協議会 一場 氏

「地域生活課題をテーマにした福祉教育の取組」     東松山市立新明小学校 中嶋 氏
                                                                        東松山市危機管理防災課 関根 氏
                                                                        東松山市社会福祉協議会 紫村 氏

【グループトーク】

「研修の感想」「今後、私たちにできること」

当事者によるシンポジウム



参加者の感想（研修のアンケート等）
・発表内容が具体的で、とても理解が深まりました。また、
計画的に実施することの大切さも感じました。（社協職員）
・他校の取り組みを知る機会になり、とても良かったです。
学校教育の中での福祉の重要性を再認識できました。
（学校教職員）
・普段の暮らしを幸せなものにするためには、まず“知る”ことが
大切だと実感しました。小学校での福祉教育は、もっと低学年
から日常的に行えると、より身近に自分事として考えられるよ
うになると思いました。（主任児童委員）

プラットフォームを実施した感想
学校教育における福祉教育の重要性や地域における福祉への理解の必要性等、福
祉教育への意欲の向上や新たな視点の獲得につながったと感じる。グループワークで
は多様な立場の参加者が交流し、情報交換やアイデアを共有する貴重な機会となり、地
域内での連携強化につながるきっかけとなった。
  感想にもあるように、「出会うこと」「知ること」が福祉への理解の一歩になると感じた。

今後の取り組みについて意気込み
今後は、地域間の連携強化を図るため、様々な関係機関の方々が、より多く参加できる
よう開催時期や内容、周知方法等を工夫し、広域的な地域における福祉教育の協同実
践の深化を目指したい。

学校での実践

グループワーク
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